
評価  (A よくできた    Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった）

分掌 分野 評価項目・達成目標 成果指標（具体的な達成目標） 評価 振り返り・課題 改善策 学校関係者評価

Ⅰ

年間行事の精選と生徒の主体性を育む行事
の充実、地域の教育資源の有効活用を図
り、生徒が通っていて良かったと思える学
校づくりに努める。

行事検討委員会と連携し、学校行事の
改善と充実を図り、生徒の満足度を高
める。

Ａ 計画していた行事については、滞りなく実施ができた。
学年数・生徒数が減少するなかでも、できう
る方法を考え、教育活動上、より有益な学校
行事の実施・改善を検討する。

Ⅰ,Ⅴ

昨年度の実績と課題を踏まえ、防災避難訓
練等を実施し、命を守る意志と技術を身に
つけ、地域に根差した学校としての防災意
識を向上させる。

防災避難訓練を実施し、自他の生命を
尊重する態度と主体的に行動する力を
身に付けさせる。また、地域の避難所
としての役割を意識させる。

Ａ

幼・小・中・高・地域合同避難訓練として、自衛隊・消防
署などの各関係機関や地域と連携し、炊き出し訓練をはじ
めとする様々な活動を行うことができた。早期から幼・
小・中の担当者と計画をたてることができた。

来年度以降は幼・小・中・高・地域合同避難
訓練の主体が中学校に移るが、引き続き実効
性のある訓練となるように積極的に参加、取
り組みをする。

Ⅴ
地域の関係機関をはじめ、PTA・同窓会・
地域連携支援協議会等と連携して、地域に
根差した学校づくりを推進する。

地域と連携した活動の展開と、その広
報に努めるとともに、地域行事への生
徒・教職員・保護者の積極的参加を促
す。

Ｂ

多くの地域の方に学校行事に参加いただいたが、人数の減
少や島外からの生徒が大半を占めていることが影響し、地
域行事の参加については、十分な参加者を集めることがで
きなかった。

周知を徹底し、積極的参加を促す手立てをと
る。

Ⅰ
生徒の実情や希望、また本校の特色が全面
に出るような教育課程を設定し、生徒一人
ひとりが各自の能力を十分に伸ばす。

授業担当者等と定期的に協議を行う。
また、必要に応じて教育課程委員会を
開くことで特色ある教育課程を実施す
る。

Ａ

授業担当者と日々協議を重ねることで、特色ある教育課程
を実施することができた。また、必要に応じて教育課程委
員会を開き、現行の教育課程の見直しや改善にも取り組ん
だ。

教科担当と担任が連携し、また教務部で定期
的に協議を行うことで、時代や生徒のニーズ
に応じた教育課程を編成する。

Ⅰ

少人数や習熟別などのきめ細かい学習指導
を行い、基礎的な学習内容の定着に努める
とともに、発展的な内容の指導も並行して
行う。

学期ごとの成績不振科目保有者数減少
を目指すとともに、成績優秀者数を増
加させる。

Ｂ

少人数授業や習熟度別授業を実施し、きめ細やかな学習指
導に努めた。また、考査前日には補習を行い、成績不振者
への個別支援を強化した結果、成績不振科目を持つ生徒の
減少が見られた。また、昨年度来から課題であった、成績
優秀者数を伸ばすこともできた。一方で、各種検定等の取
得に向けて学習するといった、本校の教育課程外の学習に
自主的に取り組む姿は見られなかった。

個に応じたきめ細かい教育活動を展開してい
く。教科担当と担任の連携や教務部の定期的
な協議体制を確立していく。また、各種検定
等の取得に向けたサポート体制を構築する。

Ⅱ
進学、就職それぞれの進路目標に応じた学
力を身につけさせるために、類型ごとに授
業内容を見直す。

学期ごとの成績不振科目保有者数減少
を目指すとともに、成績優秀者数を増
加させる。

Ａ

今年度は新課程完全移行の年であり、昨年度末に評価のあ
り方の見直しを図った。新たな評価や少人数授業や習熟別
授業などきめ細かい学習指導が功を奏し、成績不振科目を
有する生徒は減った。また、昨年度来から課題であった、
成績優秀者数を伸ばすこともできた。

学年や教科と連携し、家庭学習の定着や学習
時間の確保を促進するとともに、学習意欲の
向上に努める。

Ⅱ 一人一台端末やICT機器を活用し、授業内
容の充実や学習内容の効率化を図る。

公開授業や研究授業を通して指導方法
について研鑽し、授業改善や指導力向
上に向けて取り組む。

Ｂ

授業だけでなく、課題の提出・添削や学習状況の把握な
ど、さまざまな場面でICTの活用が日常的に行われるように
なった。一方で、自身の学習ツールとして自主的に活用す
る姿はあまり見られなかった。

校内研修を実施し、多くの教員が効果的な
ICT活用ができるようにする。また、生徒が
自主的に学習ツールとしてICTを活用できる
よう、具体的な活用方法の指導や成功事例の
共有を行い、学習への主体的な取り組みを促
していく。

Ⅰ いじめ認知を強化し、生活環境の正常化を
図る。

年間11回の「生活実態調査」を実施
し、必要に応じて年間２２回あるカウ
ンセリングに繋げる。また、教員間で
生徒情報を積極的に共有する。

Ａ
生活実態調査を通して生徒の現状を理解し、カウンセリン
グに繋げ、教員間での共有、生徒への支援を実践すること
ができた。

生活実態調査だけでなく、生徒の些細な変化
に気づけるように普段からの声かけや面談を
通して個に応じた対応をする。

Ⅰ,
Ⅲ

交通安全に係る規範意識を高める指導を行
う。

年間１回以上の「交通安全講話」を実
施する。

Ｂ
交通安全教室や日々の声かけを通して、交通安全の規範意
識向上に努めたが、ヘルメット着用率は低く徒歩や自転車
での並列も見られた。

継続的に声かけをし、自分事として交通マ
ナーの意識を持たせる。

Ⅰ,
Ⅳ

「挨拶、返事、報告、連絡、相談、お礼、
お詫び」の実践を推進する。

校内掲示物と指導頻度を増やす取り組
みを行い、習慣化させることを目指
す。生徒の委員会活動での掲示物作
成。

Ｂ
港や校門、授業や集会等での挨拶が習慣化され、校内だけ
でなく校外でも挨拶をする様子が見られた。委員会活動の
掲示物作成が少なかった。

各委員会での目標や取り組みを掲示物等で表
現できる環境を作る。

Ⅰ,Ⅲ地域行事やボランティア活動に積極的参加
を促す。

募金活動と地域清掃を合わせて５回以
上実施し、「奉仕意欲」「自己有用
感」「自尊感情」「ふるさと意識」等
の高揚を図り、地域を担うリーダー
シップを養成する。

Ｂ
各学期末考査後に島内清掃を実施した。生徒会が中心とな
り小学生と放課後交流をする「島あそ」の活動ができた。
その活動内容は生徒が自ら考え実践できた。

募金活動は教員に言われてするのではなく、
生徒が自ら発案して実践できるような環境を
作る。「島あそ」での活動を継続できるよう
に生徒会で活動内容等を見直す。

Ⅰ,Ⅳ進路未決定者を出さない。
各生徒の実情に応じた進学指導を徹底
し、３学年団と進路指導部が連携す
る。

Ｂ
進路指導部と３学年で密に連携を取り、情報共有をおこな
うことができた。

今年度得られた知見及び人脈を来年度の進路
指導に活用し、継続した進路実現を達成でき
るように努める。

Ⅰ,Ⅳ体験型学習の充実を図る。
１年生全員がトキメキ仕事体験に参
加、２年生がインターンシップに参加
して進路意識を高める。

Ａ
１年生全員がトキメキ仕事体験に参加し、２年生全員がイ
ンターンシップに参加し各生徒の希望に沿って、実施する
ことができた。

１，２年生の間から「働くこと」に関して意
識づけをおこなうことができた。しかし、こ
ちらからのアプローチがないと厳しいので積
極的に生徒が動くような進路選択が課題であ
る。

Ⅰ,Ⅳ業者主催の進路行事だけでなく、進路指導
部主体の進路行事を行う。

新たな進路行事「夏休みの体験発表
会」や「卒業生との懇談会」など進路
選択の幅が広がるような活動を行う。

Ｂ
「インターンシップ等体験発表会」は全校生に向けて実施
することができた。「卒業生との懇談会」は３９・４０回
生を招いて３月に実施する予定である。

進路指導部が主体で動く新たな行事を実施す
ることはできたが、学年単位の進路LHRを実
施することは少なかった。学年との連携を深
めることが必要である。

Ⅰ 自身の健康に関心を持ち、主体的に健康な
生活を送ることができる心と体を育む。

健康診断の未受診者を０にし、健康診
断の結果を用いて掲示物等を作成する
など事後指導に努める。また、個々に
応じた保健指導や学年・他部署・専門
職との連携を密にする。毎月「ほけん
だより」を発行し、感染症対策など生
徒の健康管理に取り組む。

Ｂ

歯科、眼科、耳鼻科健診において数名未受診者がいた。個
人の健康相談や保健指導については充実したものとなっ
た。特にカウンセラーとの連携を密にとることができ、生
徒各々の健康課題について興味を持たせ改善方法をともに
考えることができた。心身の健康や災害時の備えなど幅広
い分野の内容を掲載したほけんだよりを毎月発行すること
ができた。

健康診断受診率100％を目指し可能な診療科
は引率し受診する。長期休暇を利用し健康診
断を受けられるように呼びかけや掲示物を作
成する。担任と連携し保護者懇談等で受診を
依頼する。

Ⅰ 学校安全に対する意識を高め、学校事故防
止と緊急時対応の充実を図る。

年度初めの救急体制の周知徹底と、職
員・生徒対象の救急講習会の実施、
２ヶ月ごとに安全点検を行い、安全管
理・安全教育につなげる。

Ａ

年度初めに救急体制の周知を行った。生徒・職員向けにＡ
ＥＤ・心肺蘇生講習会を開催した。その結果、91.4％の生
徒が校内のＡＥＤ設置個所を解答できた。また、今年度は
飾磨消防署家島出張所の職員による職員研修を開催し、緊
急時における職員の役割について具体的に明示するなど校
内救急体制の見直しができた。安全点検については２ヶ月
に一度行い、結果を職員会議等で周知した。11月には、学
校産業医とともに施設の安全確認を行った。

校内の救急体制の見直しができ、良い一年と
なった。来年度もさらに研修やシミュレー
ションを重ね、校内体制の見直しを行いた
い。

Ⅰ

学習面や対人関係などに困難を抱え、支援
を必要としている生徒がよりよい学校生活
を送ることができるよう、支援体制の充実
を図る。

キャンパスカウンセラーとともに、心
のサポート委員会や特別支援教育推進
委員会で情報共有・実態把握・対応の
検討・実施・評価を行い、個々のニー
ズに合わせた支援を行う。

Ａ

昨年より心のサポート委員会の実施回数を減らし、生徒面
談の時間を多くとった。カウンセラーの面談が継続的に必
要な生徒が多く、学校や家庭での様子、生活習慣の改善な
ど、個々のニーズに合わせた対応を取ることができた。ま
た、生徒だけでなく保護者のカウンセリング利用もあり、
来年度も積極的な活用を促したい。

来年度も積極的にキャンパスカウンセラーを
活用し、生徒の個々のニーズに合わせた対応
や配慮を実施したい。場合によっては心のサ
ポート委員会や特別教育推進委員会を実施す
る。

Ⅰ 図書委員長を中心に、図書委員全員で図書
室を主体的に運営する。

図書の貸し出しや図書便りの発行（各
学年各学期１回）を図書委員が行う。

Ｂ
図書委員全員で図書室を主体的に運営することができた。
しかし、生徒の図書便りの発行ができなかった学期もあっ
た。

図書委員が中心となって様々な活動を積極的
に行い、利用しやすい図書室を作り上げる。

Ⅰ 図書室の利用を活性化する。
図書室の利用生徒数を昨年度より増や
し、年間貸出総冊数が50冊以上になる
ようにする。

Ｂ
新しい図書を購入するなどして、利用者10人、年間貸出総
冊数15冊と昨年の数字に比べて増えた。しかし、目標には
届かなかった。

新しい図書はもちろん、元からある図書にも
焦点を当てて紹介などを行うことで、図書室
の活性化につながるようにしたい。

Ⅰ 図書委員全員で書架の整理を行い、多目的
に利用しやすい図書室にする。

書架の整理を行う。加えて読書以外に
も活用できる環境（授業や自主学習な
ど）を整える。

Ａ
古い図書を廃棄するなどして、書架の整理をし、自習、
ミーティングなどの目的でも活用できた。また、授業で使
用することもあった。

授業での補習や部活動生徒の自主学習など、
図書室で勉強をする生徒を増やすための工夫
を考えていきたい。

Ⅰ 人権ＬＨＲの取組をさらに充実させる。
各学年の実情に応じたテーマを設定
し、年間を通じて２回以上実施する。

Ｂ
３学年の就職慣行など各学年ごとにそれぞれLHRなどを活用
し、人権に関する各テーマを実施することができた。

学年主体で動くことはできたが、３学年同じ
テーマの人権HRを実施することはできなかっ
た。次年度以降は見通しを立てて取り組む。

Ⅰ 学年だけでなく、学校全体で生徒の状況を
見守る。

学年は生徒と学期に１回以上面談し、
学校全体ではキャンパスカウンセラー
と連携した教育相談を月に１回以上行
う。

Ａ
面談とキャンパスカウンセリングとの教育相談を指標通り
行うことが出来た。

継続して行っていく。

Ⅰ 教職員の人権意識向上を図る。
校内で職員対象の研修会を１回以上実
施する。

Ｂ
今年度は阪神淡路大震災から３０年という節目のため命の
大切さや防災について深めるために講演会を実施した。

職員向けの研修という形で実施できなかった
ため、次年度は計画する。

Ⅰ,Ⅲ
挑戦・協力・感謝を大切にする。何事にも
挑戦することを恐れず、皆で協力し、支え
合って成長できるクラスをつくる。

校内行事や部活動だけでなく、校外で
の活動も周知し、積極的な参加を促
す。クラスの中で、お互いに理解し合
い、信頼できる友人をつくる。

Ｂ

部活動や行事を通して協力・感謝の場面は多く見られた
が、自ら積極的に挑戦する姿はあまりみられなかった。教
員に言われたからやるのではなく、苦手なことにも自ら挑
戦できるよう支援する必要がある。

学年集会やホームルームで継続的に挑戦・協
力・感謝の大切さを伝え、委員会活動等に主
体的に挑戦できるように支援する。

Ⅰ,Ⅲ部活動や学校行事への積極的な参加を促
し、達成感や協調性を養う。

自分の興味のある部活動に参加する。
各行事は各々が自分の役割を果たし、
クラスへ貢献する。

Ｂ
１２名中１０名が部活動に入部し、学校行事も積極的に参
加できた。体育大会や家高祭は協力しながら良い雰囲気で
取り組めた。

部活動に入っていない生徒には継続的に入部
を勧め、行事等でも主体的な行動ができるよ
うに声かけをする。

Ⅰ,Ⅳ将来を考え、具体的な目標を持ちそれに向
けて努力する力を養成する。

キャリアノートを活用し自己理解を深
める。進路学習を通して希望の進路実
現のために努力する。

Ｂ
自己理解をし、自分に合った職業や高校生活で取り組むべ
きことなどを学んだ。各自の進路は固まりつつあるが、具
体的な行動には繋がっていない生徒が多い。

希望進路をさらに明確化し、その実現に向け
た取り組みを支援する。進路相談会やオープ
ンキャンパス等に参加するように支援する。

Ⅱ 学習習慣の確立を図り、基礎学力を身につ
けさせる。主体的に学ぶ姿勢を養成する。

日々の授業を大切にし、基礎基本の確
立を目指す。集中して授業に取り組め
る環境をつくる。

Ｂ
欠席日数は中学校の時と比べ、非常に少なくなり前向きに
学校生活を過ごしている生徒が多い。授業中も積極的に発
言し、意見交換なども主体的に取り組んでいる。

授業中は主体的に取り組めている生徒が多い
が、提出物がでにくい生徒が一定数いるた
め、声かけや放課後に一緒に取り組む等の支
援をする。

Ⅰ,Ⅲ
基本的な生活習慣を確立する。また、自分
の居場所があって安心し、皆で協力し合っ
て成長できるクラスをつくる。

掃除や挨拶、時間を守るなどの社会生
活を送るうえで根幹をなす基本的な生
活習慣を確立する。その上で、クラス
の中で、お互いに理解し合い、信頼で
きる友人をつくる。

Ｂ

掃除や挨拶等については、生徒たちの意識が高まり、クラ
ス全体でしっかりと取り組む姿勢が見られた。また、修学
旅行等の学校行事を通して、お互いを信頼し安心して過ご
せる雰囲気が醸成されている。他方で、時間を守るという
ことについてはルーズな一面も見られた。

時間を守ることが集団の規律や円滑な活動に
どれだけ貢献するかを粘り強く伝え、時間管
理の意識を持たせる。また、遅刻・欠席や時
間にルーズな生徒には個別に声かけを行い、
その改善を促すための具体的な目標設定を行
う。

Ⅰ,Ⅳ自己の将来について具体的に考え、卒業後
の進路に向けて必要な力を伸ばす。

インターンシップを通して職業観を養
い、進路を自分事として具体的に考え
る。希望の進路実現のために必要な力
を考え、その力を伸ばすための努力を
する。

Ｂ

就職希望者はもちろん、進学希望者も含めて全員がイン
ターンシップに参加した。実際の職場での経験を通じて、
職業に対する理解が深まり、将来に向けた具体的な目標を
持つきっかけとなった。今後は各種検定等の取得やボラン
ティア活動の参加を積極的に勧めたい。

来年度は自身の進路を決定する重要な年であ
ることを意識させ、日々の学校生活の取り組
みはもちろん、検定やボランティア活動等の
幅広い経験が将来の学びやキャリアにどのよ
うに役立つかを認識させ、進学と就職の両方
に対する意識を高める。

Ⅱ
学習習慣の確立を図り、基礎学力を身につ
け、日々の学びの中で「できる」を実感さ
せることで主体的に学ぶ姿勢を養成する。

日々の授業はもちろん、放課後や家庭
学習などによって自己の学びを調整
し、基礎的な学力を身に着ける。日々
の学びの中で自己有用感を得られ、主
体的な態度で学習する。

Ｂ

日々の授業での教え合い、意見の交換といった活動には主
体的に、活発に取り組んでおり、協力し合う姿勢が見られ
る。また一部生徒には、自主的に教員に授業内容を聞きに
行く姿も見られた。様々な学習活動を通して、自己の学び
の進捗に対する自信を持つことができた。今後さらに放課
後や家庭での時間を使った自主的な学習が見られるように
したい。

生徒同士で集中した授業、主体的な学びに繋
がるような声かけができるように呼びかけ、
支援をする。また、ICTツール等を用いて放
課後や家庭での時間を少しでも学習に充てら
れるようにする。

Ⅰ、
Ⅲ

生徒自身が設定した目標をもとに、自他を
尊重し、集団を構成する一員として一人ひ
とりが主体的に動けるクラスをつくる。

定期的に生徒自身が自己評価を行い、
自分ごととしてクラス活動に参画し、
協働することができる雰囲気をつく
る。

Ｂ

生徒自身が設定した５つの小目標（挨拶・メリハリ・校則
遵守・何事にも全力・伝え合う）を教室の後ろに掲示し
た。校則遵守については、一部の生徒でスマートフォン・
タブレットの無断使用などがあり、指導を行った。一方
で、他者を尊重した行動や各行事に全力で取り組む姿が見
られた。

自分たちが設定した目標を常に意識するよう
に、都度都度、確認させる。

Ⅱ
卒業後を見据え、直面した課題に対して、
自ら解決方法を模索し、最後まで考え抜く
力を身につけさせる。

授業や家庭学習を通じて、基礎学力・
探究する力の向上および学習習慣の定
着をめざし、課題解決に向けて考え抜
く体力をつけさせる。

Ｂ

学習習慣という面では、課題等の提出状況や考査点が振る
わない生徒もいたため、声掛けや居残り学習や補習を行っ
た。総合的な探究の時間では、生徒が自分たちで考え、実
行するということを目標とした活動を展開し、結果として
生徒の問題解決力の向上を感じることができた。

課題ができなかった生徒に声かけや指導を行
うと同時に、課題の精査を行う。

Ⅳ
進路実現に向けて、それぞれがすべきこと
を意識した生活を送り、全員が希望した進
路先に到達できるようにする。

進路指導部と連携しながら、計画的に
進路実現に向けた行動をとらせる。

Ｂ

学習支援や面接試験等の支援を粘り強く行い、進学・就職
を問わず全員が内定をいただけた。進路先・家庭との連携
をよりいっそう強化し、スムーズな情報伝達をする必要が
ある。

前年度までの卒業生のデータをさらに十分に
活用する。

・進学者、就職者とも成果が上がっている。
・地域行事で活躍してくれることは嬉しく、これ
か
　らも期待している。
・卒業式に感動した。先生方の日頃のご指導
に
　感謝したい。
・生徒たちが地域に支えていただき、感謝して
い
　る。

令和６年度　県立家島高等学校　学校評価　

分野（Ⅰ 学校全体・組織・ 運営　 Ⅱ 学習指導　 Ⅲ 生徒指導　 Ⅳ 進路指導　 Ⅴ 地域連携・ＰＴＡ）

生徒
指導

進路
指導

総務

３学年

図書
(総務)

人権
(総務)

教務

1学年

２学年

保健


